【様式１】（第４条関係）
令和７年　月　日　

富山県人会世界大会実行委員会
会長　新田　八朗　殿

住所又は所在地　
名　　　　　称　
代表者職・氏名　

富山県人会世界大会実行委員会事業協賛申込書

富山県人会世界大会実行委員会事業協賛として、下記のとおり申し込みます。
記
	項　目
	記入欄

	協賛内容
	該当する項目に☑を付けてください。

	
	☐物品提供・貸与　／　☐職人派遣／　☐　資金提供

	物品提供・貸与
	仕様（規格・内容）
	

	
	数量
	

	
	総額（相当額）
	

	
	引渡し年月日
	

	
	期間（※貸与のみ）
	

	職人派遣（実演等内容）
	

	資金提供
	
	円

	その他特記事項
	


■ご芳名の公表について（該当する項目に☑を付けてください）。
	公表の有無
	☐あり
	☐なし（希望しない）


■連絡先
	担当者名
	
	所属・役職
	

	電話
	
	メールアドレス
	


注意：　協賛事業の申込みは、富山県人会世界大会実行委員会協賛取扱要領第７条に該当しないこと。詳細については次頁をご確認ください。

【問合せ先】
　事務局（富山県地方創生局多文化共生推進室内）
　電話：　076-444-3156（直通）
　アドレス：atabunkakyosei@pref.toyama.lg.jp

【参　考】
富山県人会世界大会実行委員会事業協賛取扱要領　～抜粋～

（協賛の不受理等）
第７条　実行委員会は、申込者が次の各号のいずれかに該当すると認められる場合は、承諾書を受理しないものとし、申込者に対しその旨を通知するものとする。
（１）大会の品位を傷つけ、又は正しい理解を妨げるおそれのある場合
（２）法令又は公序良俗に反する場合、又は社会的に非難を受けるおそれのある場合
（３）特定の個人、政党、宗教団体の活動のために、協賛による特典若しくは協賛の事実を利用する場合、又はそのおそれのある場合
（４）役員等（申込者が個人である場合にはその者を、申込者が法人である場合にはその役員又はその支店若しくは事務所の代表者をいう。以下同じ。）が暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号。以下、「法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であると認められる場合
（５）暴力団（法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められる場合
（６）役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用した等と認められる場合
（７）役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与する等直接的若しくは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められる場合
（８）役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる場合
（９）その他実行委員会が不適当と判断する場合

